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土木費土木費 
10.7％ 

自主財源自主財源 
21.1％ 

依存財源依存財源 
78.9％ 

地方交付税地方交付税 
53.1％ 

町債町債 
10.6％ 

県支出金県支出金 
6.3％ 

国庫支出金 
4.1％ 

その他その他 
4.8％ 

町税町税 
12.8％ 

教育費教育費 
7.6％ 

衛生費衛生費 
8.6％ 

農林水産業費農林水産業費 
8.7％ 

総務費総務費 
23.0％ 

民生費民生費 
17.5％ 

公債費公債費 
17.0％ 

土木費 
10.7％ 

歳入合計 
49億2,400万円 

歳出合計 
49億2,400万円 

自主財源 
21.1％ 

依存財源 
78.9％ 

地方交付税 
53.1％ 

町債 
10.6％ 

県支出金 
6.3％ 

国庫支出金 
4.1％ 

その他 
4.8％ 

町税 
12.8％ 

繰入金 
2.7％ 

使用料及び手数料 
2.6％ 

その他 
3.0％ 

その他 
3.2％ 消防費 

3.7％ 

教育費 
7.6％ 

衛生費 
8.6％ 

農林水産業費 
8.7％ 

総務費 
23.0％ 

民生費 
17.5％ 

公債費 
17.0％ 

   　
平
成
　
年
度
当
初
予
算
は
昨
年
 

月
か
ら
予
算
編
成
作
業
が
進
め
ら
れ
、
 

３
月
議
会
に
提
出
し
、
慎
重
な
審
議

を
経
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内

容
は
、
住
民
福
祉
や
地
域
振
興
、
教

育
な
ど
、
本
町
が
自
立
の
道
を
進
む

た
め
に
必
要
な
事
業
を
盛
り
込
ん
だ

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
国
・
 

県
の
予
算
編
成
指
針
や
地
方
財
政
計
 

画
に
基
づ
き
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効
 

率
的
に
執
行
で
き
る
よ
う
編
成
し
ま
 

し
た
。
 

　
こ
の
結
果
、
一
般
会
計
予
算
額
は
 

　
億
２
　
４
０
０
万
円
と
な
り
、
前
 

年
度
に
比
べ
６
　
８
０
０
万
円
、1
 

4
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
 

  【
歳
入
】
 

　
町
税
な
ど
町
の
自
主
財
源
は
　
億

４
　
１
２
７
万
円
で
歳
入
全
体
の
 

１
％
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
依
存
財

源
は
　
億
８
　
２
７
３
万
円
で
歳
入

全
体
の
　
　
９
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
 

地
方
交
付
税
は
平
成
　
年
度
か
ら
毎

年
減
額
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
新

た
な
地
方
振
興
に
関
す
る
支
援
措
置

が
設
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
前
年
度

に
対
し
て
３
　
６
０
０
万
円
増
の
　

億
１
　
５
０
０
万
円
と
な
り
、
歳
入

全
体
の
　
　
１
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
 

   　
県
支
出
金
は
災
害
復
旧
事
業
や
国
・
 

県
の
選
挙
の
減
少
な
ど
か
ら
３
　
０

３
７
万
円
（
９
　
１
％
）
の
減
、
町

債
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
デ
ジ
タ
ル
化

事
業
の
減
少
な
ど
に
よ
り
５
　
３
０

０
万
円
（
９
　
２
％
）
の
減
と
な
り

ま
し
た
。
 

  【
歳
出
】
 

　
歳
出
に
つ
い
て
は
、
本
年
４
月
１
 

日
よ
り
「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
 

が
施
行
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
条
例
に
 

基
づ
き
効
率
的
で
効
果
的
な
財
政
運
 

営
に
努
め
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
に
も
 

ま
し
て
行
政
経
費
の
削
減
に
努
め
、
 

健
全
な
財
政
運
営
を
堅
持
で
き
る
よ
 

う
編
成
し
ま
し
た
。
 

　
総
務
費
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
デ
ジ
タ
ル
化
事
業

を
進
め
ま
す
。
昨
年
度
は
自
主
放
送

の
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
を
行
い
ま
し
た

が
、
本
年
度
か
ら
は
平
成
　
年
度
ま

で
の
４
年
間
で
町
内
全
て
の
伝
送
路

を
光
ケ
ー
ブ
ル
化
す
る
改
修
工
事
を

行
い
ま
す
。
こ
の
事
業
費
が
２
億
２

１
０
万
円
で
、
昨
年
度
に
比
べ
５
　

２
３
９
万
円
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
衛
生
費
で
は
、
今
年
度
か
ら
特
定

健
診
と
し
て
、
　
歳
以
上
の
方
は
加

入
し
て
い
る
健
康
保
険
が
検
診
費
用
 

を
負
担
す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
か
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予
算
は
、
こ
れ
か
ら
の
１
年
間
を「
町
が
ど
の
よ
う
に
事
業
を
行
っ
て
い
く
の
か
、
 

ま
た
そ
の
財
源
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
」
を
数
字
に
表
し
た
も
の
で
す
。
 

　
本
号
で
は
、
平
成
　
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
当
初
予
算
に
つ
い
て
、
歳
 

入
・
歳
出
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

20



3

歳入歳出予算総括表 
（単位：千円・％） 

会　　計　　名 平成20年度 
予　算　額 

4,924,000 

88,675 

16,704 

19,885 

210,536  

348,851 

27,376 

116,806 

117,484 

1,041,427 

438,783 

824,504 

95,959 

8,270,990 

158,445 

90,598 

8,520,033

平成19年度 
予　算　額 

4,992,000 

88,675 

5,506 

19,868 

212,052 

378,390 

32,896 

1,312,482 

－ 

1,104,103 

397,738 

789,610 

107,392 

9,440,712 

157,148 

74,598 

9,672,458

増減額 

△ 68,000 

0 

11,198 

17 

△ 1,516 

△ 29,539 

△ 5,520 

△ 1,195,676 

117,484 

△ 62,676 

41,045 

34,894 

△ 11,433 

△ 1,169,722 

1,297 

16,000 

△ 1,152,425

増減率 

△ 1.4 

0.0 

203.4 

0.1 

△ 0.7 

△ 7.8 

△ 16.8 

△ 91.1 

皆増 

△ 5.7 

10.3 

4.4 

△ 10.6 

△ 12.4 

0.8 

21.4 

△ 11.9

一 般 会 計  

工業団地造成事業特別会計 

商業団地造成事業特別会計 

住宅団地造成事業特別会計 

下水道施設事業特別会計 

農業集落排水処理事業特別会計 

個別排水処理事業特別会計 

老人保健特別会計 

後期高齢者医療特別会計 

 

 

介護保険特別会計 

簡易水道等事業特別会計 

　 計 　  

 

　 　 　 　  

　 合 　 計 　  

事業勘定 

診療施設勘定 

収益的収支 

資本的収支 

水道事業 

会　　計 

国民健康保険 

特別会計 

町民1人あたりの予算額 
（人口：８，２５８人） 

項目（主なもの） 予　算　額 １人あたり 
町 税  
地 方 譲 与 税  
地方消費税交付金  
自動車取得税交付金 
地 方 交 付 税  
分担金及び負担金  
使用料及び手数料  
国 庫 支 出 金  
県 支 出 金  
繰 入 金  
諸 収 入  
町 債  
　 歳 入 総 合 計 　  

62,762万円 
11,400万円 
6,850万円 
3,760万円 

261,500万円 
2,297万円 
12,608万円 
20,210万円 
31,163万円 
13,074万円 
6,235万円 
52,380万円 
492,400万円 

76,001円 
13,805円 
8,295円 
4,553円 

316,663円 
2,781円 
15,267円 
24,473円 
37,736円 
15,832円 
7,550円 
63,429円 
596,270円 

【歳入】 

項目（主なもの） 予　算　額 １人あたり 
議 会 費  
総 務 費  
民 生 費  
衛 生 費  
農 林 水 産 業 費  
商 工 ・ 労 働 費  
土木費・災害復旧費 
消 防 費  
教 育 費  
公 債 費  
　 歳 出 総 合 計 　  

8,032万円 
113,351万円 
86,003万円 
42,244万円 
42,925万円 
4,148万円 
55,652万円 
18,326万円 
37,345万円 
83,876万円 
492,400万円 

9,726円 
137,261円 
104,144円 
51,155円 
51,980円 
5,023円 
67,391円 
22,191円 
45,222円 
101,570円 
596,270円 

【歳出】 

ら
、
健
診
委
託
料
で
２
　
３
６
４
万

円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
そ
の
他
、
民
生
費
で
は
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
開
始
に
伴
う
経
費
で
増
 

        下
水
道
事
業
―
―
 

　
野
沢
塚
田
地
内
の
管
渠
延
長
工
事
 

と
下
小
屋
地
内
の
舗
装
復
旧
工
事
、
 

野
尻
地
区
の
管
路
延
長
工
事
及
び
処
 

理
場
の
建
設
工
事
を
実
施
す
る
ほ
か
、
 

八
重
窪
地
区
及
び
上
野
尻
新
村
地
区

に
　
基
の
個
別
浄
化
槽
整
備
を
進
め

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
 

  後
期
高
齢
者
医
療
―
―
 

　
高
齢
者
の
医
療
制
度
改
正
に
よ
り
 

今
年
度
か
ら
新
た
に
設
置
し
た
特
別
 

会
計
で
、
保
険
料
を
徴
収
し
て
広
域
 

連
合
へ
の
納
付
や
、
特
定
健
康
診
査
 

を
実
施
す
る
経
費
な
ど
を
計
上
し
ま
 

し
た
。
 

  国
民
健
康
保
険
―
―
 

　
国
民
健
康
保
険
に
係
る
各
種
給
付
 

の
ほ
か
、
健
康
の
保
持
増
進
、
医
療
 

費
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
特
定
健
 

と
な
っ
た
ほ
か
、
土
木
費
で
は
除
雪

ド
ー
ザ
の
購
入
に
よ
り
増
、
災
害
復

旧
費
で
は
復
旧
工
事
の
予
定
が
な
い

こ
と
か
ら
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
 

       康
診
査
委
託
料
や
健
康
寿
命
延
伸
事
 

業
委
託
料
を
計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
 

加
入
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
 

前
年
度
に
引
き
続
き
支
払
準
備
基
金
 

か
ら
２
　
０
０
０
万
円
の
繰
入
金
を
 

計
上
し
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
診
療
施
設
勘
定
で
は
、
西
 

会
津
診
療
所
の
内
視
鏡
を
更
新
し
、
 

医
療
施
設
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
 

  介
護
保
険
―
―
 

　
介
護
保
険
に
係
る
各
種
給
付
の
ほ
 

か
、
介
護
や
支
援
が
必
要
な
状
態
に
 

な
ら
な
い
よ
う
介
護
予
防
事
業
と
し
 

て
、
機
能
回
復
訓
練
送
迎
車
運
行
業
 

務
委
託
料
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
 

ー
業
務
委
託
料
、
温
泉
リ
ハ
ビ
リ
プ
 

ー
ル
管
理
業
務
委
託
料
、
理
学
療
法
 

業
務
委
託
料
、
在
宅
介
護
者
リ
フ
レ
 

ッ
シ
ュ
サ
ー
ビ
ス
事
業
費
な
ど
を
計
 

上
し
ま
し
た
。
 

,
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50万円 

1,190万円 
844万円 

2億210万円 
4,434万円 
1,810万円 

 
 

700万円 
1億1,720万円 
4,778万円 

1億6,899万円 
 
 

2,476万円 
288万円 
6,760万円 

 
 

6,403万円 
1,702万円 

 
1,169万円 
3,900万円 

 
 

270万円 
512万円 

 
 

2,300万円 
1億624万円 
1億8,775万円 

 
 

1億3,196万円 
243万円 

 
 

975万円 
4,655万円 
276万円 
1,541万円 

 
 

264万円 
229万円 
1,119万円 

総務費　１１億３，３５１万円（△３．４％） 
　まちづくり基本条例関係経費 
　コミュニティ育成事業補助金（戸中自治区集会所） 
　国際芸術村事業（委託料他） 
　ケーブルテレビ・インターネットデジタル化事業 
　生活バス運行事業費 
　生活バス購入費 
 
民生費　　８億６，００３万円　（５．８％） 
　特別敬老祝金 
　後期高齢者医療費療養給付費負担金 
　児童手当 
　保育所業務委託料 
 
衛生費　　４億２，２４４万円（△４．６％） 
　各種健診委託料 
　百歳への挑戦パートⅣ 
　喜多方広域市町村圏組合負担金（ごみ・し尿処理ほか） 
 
農林水産業費　４億２，９２５万円（△０．４％） 
　中山間地域等直接支払事業 
　園芸ハウス整備事業 
　農地・水・農村環境保全向上 
　活動支援事業地域協議会負担金 
　林道開設舗装改良事業 
 
商工費　　　　４，１３７万円（△９．３％） 
　町商工会育成補助金 
　観光費 
 
土木費　　５億２，７５２万円　（４．０％） 
　除雪機械購入費 
　除雪費 
　道路新設改良舗装費（改良２） 
　 
消防費　　１億８，３２６万円（△５．９％） 
　喜多方広域市町村圏組合負担金（消防費） 
　消防施設費 
 
教育費　　３億７，３４５万円　（２．５％） 
　外国語指導助手招致事業 
　スクールバス運行費 
　耐震診断委託料（群岡小） 
　教育用コンピューター（小・中学校） 
 
災害復旧費　２，９００万円（△６７．２％） 
　農業施設災害復旧費　現年災見込 
　林業施設災害復旧費　現年災見込 
　公共土木災害復旧費　現年災見込 
 
公債費　　８億３，８７６万円（△０．６％） 

771,305771,305

746,171746,171

721,144721,144
707,652707,652

687,783687,783

15,47015,470

98,25698,256

76,71076,710

13,58313,583

82,70482,704

57,57057,570

12,56412,564

72,87772,877

47,85047,850

11,81711,817

72,31272,312
58,82058,820

11,62711,627

72,24972,249

52,38052,380

                    　
　
　
　
　
　
町
債
は
、
道
路
の
改
 

　
　
　
　
　
良
や
施
設
整
備
な
ど
、
 

　
　
　
　
　
長
期
間
に
わ
た
り
使
用
 

　
　
　
　
　
す
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
 

　
　
　
　
　
将
来
、
便
益
を
受
け
る
 

　
　
　
　
　
こ
と
と
な
る
後
世
代
の
 

　
　
　
　
　
住
民
と
現
在
の
住
民
と
 

　
　
　
　
　
で
負
担
を
分
担
し
よ
う
 

　
　
　
　
　
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
 

　
　
　
　
　
借
入
に
際
し
て
議
会
の
 

　
　
　
　
　
議
決
や
県
知
事
の
許
可
 

　
　
　
　
　
が
必
要
で
す
。
 

　
　
　
　
　
　
町
は
町
債
残
高
を
減
 

　
　
　
　
　
ら
す
よ
う
、
事
業
の
選
 

　
　
　
　
　
別
に
よ
り
、
返
済
の
範
 

                    囲
内
で
の
借
り
入
れ
に
努
め
て
き
ま
 

し
た
。
 

　
そ
の
結
果
、
本
年
度
の
年
度
末
町
 

債
残
高
は
平
成
　
年
度
末
に
対
し
て

約
８
億
３
　
５
０
０
万
円
（
　
　
８

％
）
減
と
な
る
見
込
み
で
す
。
 

　
な
お
、
返
済
金
に
つ
い
て
も
、
全
 

額
町
の
一
般
財
源
で
返
済
す
る
の
で
 

は
な
く
、
平
成
　
年
度
返
済
額
８
億
 

３
　
８
７
６
万
円
の
内
、
５
億
４
　
 

４
３
２
万
円
（
　
　
９
％
）
が
地
方
 

交
付
税
で
措
置
さ
れ
ま
す
。
し
た
が
 

っ
て
、
町
が
実
際
に
負
担
す
る
額
は
 

２
億
９
　
４
４
４
万
円（
　
　１
％
）
 

な
り
ま
す
。
 

1620

,

,

,

,

10.

64.

35.

実施する主な事業（前年比較） 

町債の借入により整備する事業（単位：万円） 

町債（借入金）の年度別状況（一般会計） 

18,484 
1,726 
1,810 
1,225 
550 
4,950 
134 
1,702 
3,900 
16,890 
2,410 
2,300 
1,060 
1,632 

 
58,773 
5,405 
25,252 
1,762 
1,000 
33,419 
92,192

0 
0 
360 
0 
468 
4,208 
0 
567 
2,734 
8,740 
1,326 
1,460 
753 
948 
 

21,564 
2,625 
14,875 
548 
105 

18,153 
39,717

18,480 
1,720 
1,440 
1,220 
80 
740 
130 
1,130 
1,110 
8,140 
1,080 
730 
300 
480 

15,600 
52,380 
2,500 
9,100 
990 
890 

13,480 
65,860

4 
6 
10 
5 
2 
2 
4 
5 
56 
10 
4 
110 
7 
204 
 

429 
280 
1,277 
224 
5 

1,786 
2,215

ケーブルテレビデジタル化事業 
インターネットデジタル化事業 
生活バス車両整備（新規購入） 
県営林道大山美坂高原線（開設） 
県営事業負担金（極入防火水槽整備） 
県営事業負担金（農道塚田四岐線整備） 
小型動力ポンプ整備（萱本） 
園芸ハウス整備（10棟） 
林道岩井沢楢木平線（開設） 
町道野沢柴崎線（改良） 
町道下野尻端村線（改良） 
除雪ドーザ整備（更新） 
防火水槽整備（縄沢・滑沢） 
災 害 復 旧 事 業  
臨時財政対策債（普通交付税の振替） 
　小　　　　計　  
下 水 道 事 業  
農業集落排水事業  
個 別 排 水 事 業  
診療施設（内視鏡） 
　小　　　　計　  
合　　　　　　　計 

特
別
会
計
 

会
計
 

一
　
　
　
　
般
　
　
　
　
会
　
　
　
　
計
 

事　　業　　名 総事業費 町の負担 
町債借入額 一般財源 

国県補助金等 

H16

771,305

800,000

750,000

700,000

650,000

100,000

50,000

※H18までは決算額　H19・20は予算額 

（単位：万円） 

0

746,171

721,144
707,652

687,783

H17 H18 H19 H20

借入金 
償還元金 
償還利子 
年度末残高見込 

15,470

98,256

76,710

13,583

82,704

57,570

12,564

72,877

47,850

11,817

72,312
58,820

11,627

72,249

52,380
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　　　薄　友喜（５９） 
　昭和４２年に町職員となり、 
４１年間町職員として地方自 
治発展と住民福祉の向上に努 
力。平成１５年から総務課長、 
平成１７年からは総務税政課 
長を歴任されました。 

　昭和３５年から平成２年まで 
の３０年間を町職員として、平 
成２年から平成１２年までの１０ 
年間を収入役として、そして平 
成１２年から平成２０年までの 
８年間を副町長（助役）として町 
政伸展のために尽力されました。 

　「広報にしあいづ」を、より皆さんの身近なもの 
とするため、ご意見・ご要望並びに情報などをｅメ 
ール等でお気軽にお寄せください。 
【連絡先】 
総務税政課総務係　　４５－２２１１ 
　ｅメール：soumu@town.nishiaizu.fukushima.jp

        　
４
月
　
日
に
町
議
会
臨
時
会
が
開

催
さ
れ
、
次
の
２
議
案
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

  可
決
・
承
認
さ
れ
た
議
案
 

◆
平
成
　
年
度
町
一
般
会
計
補
正
予
 

　
算
の
専
決
処
分
 

◆
副
町
長
の
選
任
 

         副
町
長
に
 

　
　
　
薄
友
喜
さ
ん
 

 　
４
月
　
日
の
任
期
満
了
で
退
職
し

た
山
口
岩
男
さ
ん
に
か
わ
り
、
新
し

い
副
町
長
に
薄
友
喜
さ
ん
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
 

　
薄
友
喜
副
町
長
は
、
町
議
会
臨
時
 

会
で
同
意
を
得
て
、
４
月
　
日
付
け
 

で
就
任
し
ま
し
た
。
 

                   町
職

員

の

人

事

異

動
 

◎
退
職
 

◆
３
月
　
日
付
 

　
岩
原
稔
（
議
会
事
務
局
）
 

　
平
野
裕
子
（
群
岡
診
療
所
）
 

　
小
山
源
昭
（
地
域
資
源
活
用
総
合
 

　
　
　
　
　
　
交
流
物
産
館
）
 

　
三
浦
千
早
（
健
康
福
祉
課
）
 

◆
４
月
　
日
付
 

　
薄
友
喜
（
総
務
税
政
課
）
 

◎
異
動
 

◆
４
月
１
日
付
 

▽
議
会
事
務
局
長
兼
監
査
委
員
事
務
 

　
局
長
佐
藤
健
一
（
町
民
情
報
課
）
 

▽
町
民
情
報
課
長
補
佐
兼
情
報
通
信
 

　
係
長
斎
藤
俊
二
（
町
民
情
報
課
）
 

                   ◆
５
月
１
日
付
 

▽
参
事
（
兼
）
総
務
税
政
課
長
伊
藤
 

 
要
一
郎
（
ま
ち
づ
く
り
政
策
室
）
 

▽
ま
ち
づ
く
り
政
策
室
長
成
田
信
幸
 

　
（
ま
ち
づ
く
り
政
策
室
）
 

▽
健
康
福
祉
課
長
（
兼
）
保
健
セ
ン
 

　
タ
ー
所
長
藤
田
潤
一
（
教
育
課
）
 

▽
教
育
課
長
（
兼
）
公
民
館
長
高
橋
 

　
謙
一
（
健
康
福
祉
課
）
 

▽
ま
ち
づ
く
り
政
策
室
長
補
佐
会
田
 

　
秋
広
（
教
育
課
）
 

▽
町
民
情
報
課
長
補
佐
斎
藤
俊
二
 

　
（
町
民
情
報
課
）
 

▽
経
済
振
興
課
長
補
佐
（
併
）
農
業
 

　
委
員
会
事
務
局
次
長
佐
藤
美
恵
子
 

　
（
経
済
振
興
課
）
 

                   ▽
教
育
課
長
補
佐
（
兼
）
公
民
館
長
 

　
補
佐
（
兼
）
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
 

　
田
崎
宗
作
（
経
済
振
興
課
）
 

▽
総
務
税
政
課
行
政
管
理
係
長
伊
藤
 

　
善
文
（
総
務
税
政
課
）
 

▽
町
民
情
報
課
情
報
通
信
係
長
高
久
 

　
孝
仁
（
町
民
情
報
課
）
 

▽
経
済
振
興
課
農
林
振
興
係
長
玉
木
 

　
周
司
（
経
済
振
興
課
）
 

▽
健
康
福
祉
課
主
任
主
査
三
瓶
ひ
と
 

　
み
（
総
務
税
政
課
）
 

▽
経
済
振
興
課
主
査
鎌
倉
康
裕
（
健
 

　
康
福
祉
課
）
 

▽
総
務
税
政
課
主
査
佐
藤
泰
久
（
ま
 

　
ち
づ
く
り
政
策
室
）
 

町
議
会
臨
時
会
報
告
 

副
町
長
が
選
任
さ
れ
る
 

1719

19

20

3119

退
任
さ
れ
た
 

　
　
　
　
山
口
岩
男
前
副
町
長
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17.5
38.2

27.5
29.4 10

16

　３月２６日、３歳児８名を対象に健康診査を行った 
結果、むし歯のない子は２名でした。 

矢部　千穂ちゃん 
（宮野・幸彦） 

猪俣　美咲ちゃん 
（森野・博） 

5.0

□H16.9月　□H20.2月 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0％ 

0.0

17.5

敷地内禁煙 

施設内禁煙 

完 全 分 煙  

空 間 分 煙 
（喫煙場所のみ設置） 

空 間 分 煙 
（煙の流出なし） 

時 間 分 煙  

自 由 喫 煙  

38.2

5.0
5.9

12.5
0.0

30.0
26.5

27.5
29.4

2.5
0.0

  　
今
年
３
月
、
家
庭
で
の
分
煙
を
推
進
す
る
た
 

め
、「
禁
煙
マ
ー
ク
」
シ
ー
ル
を
各
世
帯
へ
配
布
 

し
ま
し
た
。
 

　
１
日
　
本
以
上
、
タ
バ
コ
を
吸
う
夫
を
持
つ
 

妻
は
、
肺
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
が
通
常
の
２
倍
 

に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
家
族
に
 

タ
バ
コ
を
吸
う
人
が
い
る
子
ど
も
の
場
合
、
気
 

管
支
ぜ
ん
息
を
起
こ
す
割
合
が
高
く
な
る
と
も
 

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
家
庭
で
も
喫
煙
場
所
を
限
定
す
る
な
ど
、
分
 

煙
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
 

  　
今
年
２
月
に
町
内
の
事
業
所
（
　
人
以
上
）
 

の
分
煙
状
況
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
平
成
　
年
 

度
の
調
査
と
比
較
し
、「
施
設
内
禁
煙
」
の
割
合
 

が
約
２
倍
に
増
え
て
い
ま
し
た
。
町
内
の
事
業
 

所
で
は
、
分
煙
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
こ
 

と
が
分
か
り
ま
す
。
 

                     完
全
分
煙
…
喫
煙
場
所
を
設
置
し
、
煙
が
他
へ
 

　
　
　
　
　
流
出
し
な
い
状
態
に
し
、
換
気
扇
 

　
　
　
　
　
等
で
煙
を
屋
外
へ
排
気
す
る
こ
と
 

空
間
分
煙
…
喫
煙
場
所
を
設
置
し
、
煙
が
他
へ
 

　
　
　
　
　
流
出
し
な
い
状
態
を
つ
く
る
、
ま
 

　
　
　
　
　
た
は
喫
煙
場
所
を
設
置
す
る
こ
と
 

　
町
で
は
こ
れ
ま
で
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
 

り
な
が
ら
、
受
動
喫
煙
の
影
響
に
つ
い
て
周
知
 

を
行
い
、
分
煙
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
 

   　
タ
バ
コ
の
先
か
ら
出
る
煙（
副
流
煙
）に
は
、
 

有
害
な
物
質
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
 

煙
を
自
分
の
意
思
と
は
関
係
な
く
、
吸
わ
さ
れ
 

る
こ
と
を
受
動
喫
煙
と
い
い
ま
す
。
受
動
喫
煙
 

を
防
ぎ
、タ
バ
コ
を
吸
う
人
と
吸
わ
な
い
人
が
、
 

お
互
い
に
気
持
ち
よ
く
過
ご
す
た
め
に
も
、
分
 

煙
は
必
要
な
の
で
す
。
 

          　
健
康
増
進
法
で
は
、
『
大
勢
の
人
が
利
用
す
 

る
施
設
は
、
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
た
め
の
措
 

置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
 

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
そ
こ
で
昨
年
、
自
治
区
の
集
会
所
・
公
民
館
 

に
お
け
る
分
煙
状
況
に
つ
い
て
調
査
を
行
な
い
 

ま
し
た
。
 

　
そ
の
結
果
、
　
カ
所
あ
る
町
内
の
集
会
所
・
 

公
民
館
で
、
禁
煙
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
４
 

カ
所
、
空
間
分
煙
が
１
カ
所
、
時
間
分
煙
が
１
 

カ
所
あ
り
ま
し
た
。
自
治
区
の
集
会
所
で
も
分
 

煙
が
推
進
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
 

68

20
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　４月７日、町内の各小・中学校で入学式が行われ 
ました。 
　午前中に行われた小学校の入学式では、真新しい 
大きなランドセルを背負った新１年生５４名が、お 
父さんやお母さんに手を引かれ登校しました。 
　新１年生は、少し落ち着かない様子でしたが、式 
も終盤になると次第に慣れてきたようで表情も和ら 
ぎ、生まれて初めての学校生活をスタートさせました。 
　また、午後は中学校の入学式が行われ、新しい制 
服に身を包んだ新入生６６名が入学しました。 
　緊張した面持ちの新１年生は、新しい環境に少し 
戸惑いを感じながらも、部活動や委員会活動などこ 
れからはじまる学校生活に希望で胸をふくらませて 
いました。 

　４月１０日から５月９日までの山火事防止強調月間 
にあわせ、４月２２日に会津山火事防止推進協議会の 
主催による山火事防止パレードが行われました。 
　パレードは役場前を出発し、町内全域にわたり地球 
の緑を守るため、山火事の防止と森林の保全を呼びか 
けました。 

まちの 

話題 
まちの 

話題 

　
４
月
６
日
か
ら
　
日
ま
で
の
　
日
 

間
に
わ
た
り
、
春
の
交
通
安
全
運
動
 

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
運
動
期
間
に
合
わ
せ
、
町
交
 

通
会
及
び
交
通
安
全
母
の
会
会
員
の
 

方
が
中
心
と
な
り
、
町
内
７
カ
所
で
 

毎
朝
街
頭
啓
発
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
ま
た
４
月
　
日
に
は
、
西
会
津
ラ
 

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
東
蒲
ラ
イ
オ
ン
 

ズ
ク
ラ
ブ
の
合
同
に
よ
る
テ
ン
ト
村
 

作
戦
が
、
国
道
　
号
県
境
パ
ー
キ
ン
 

グ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
参
加
者
は
、
「
交
通
事
故
ゼ
ロ
の
 

町
」
実
現
の
た
め
、
交
通
安
全
を
訴
 

え
ま
し
た
。
 

尾
野
本
小
学
校
入
学
式
 

▲
 

テ
ン
ト
村
作
戦
 

▲
 

▲
 

西
会
津
中
学
校
入
学
式
 

▲
 

交
通
安
全
街
頭
啓
発
 

15

10

11
49
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生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 
　
マ
ナ
ビ
ィ

　
マ
ナ
ビ
ィ 
″ 

″ 

み
ん
な
で

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 
　
マ
ナ
ビ
ィ 
″ 

″ 

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

見つけられるかな？（指導員とキャラ探し） 

「親指に体重を乗せて」姿勢の矯正（女性カレッジ） 

昨年の「早乙女踊り（黒沢）」の記録のようす 

                　
家
庭
は
、
子
ど
も
の
人
格
形
成
の
う
え
で
大
 

切
な
家
族
の
絆
を
築
く
場
所
で
す
。
家
庭
で
の
 

子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
成
長
を
お
手
伝
い
す
る
 

た
め
に「
子
育
て
サ
ー
ク
ル
」
や「
各
地
区
家
庭
 

教
育
講
座
」「
エ
コ
ク
ラ
ブ
」
な
ど
を
開
催
し
ま
 

す
。
 

   　
青
少
年
教
育
で
は
、
新
た
に
「
学
社
連
携
教
 

室
」を
開
催
し
、社
会
教
育
が
学
校
教
育
を
支
援
 

し
、
教
員
と
子
ど
も
た
ち
が
向
き
合
う
時
間
を
 

充
分
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
校
教
育
の
充
 

実
を
図
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、「
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
教
室
」「
ふ
る
さ
 

と
わ
ん
ぱ
く
塾
」「
キ
ッ
ズ
・
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
」
 

「
通
学
合
宿
」
な
ど
を
開
催
し
、自
ら
考
え
、自
 

ら
行
動
す
る
『
生
き
る
力
』
を
育
み
ま
す
。
 

  　
４
月
１
日
（
火
）
に
高
齢
者
支
援
ハ
ウ
ス
で
 

「
ひ
だ
ま
り
子
ど
も
ク
ラ
ブ
」が
開
所
し
ま
し
た
。
 

　
本
ク
ラ
ブ
は
、
働
く
保
護
者
へ
の
支
援
と
児
 

童
の
健
全
育
成
を
目
的
に
、
野
沢
・
尾
野
本
小
 

学
校
の
児
童
を
対
象
に
平
成
　
年
度
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
た
も
の
で
す
。
 

　
今
年
度
は
１
年
生
か
ら
４
年
生
ま
で
の
　
名

が
登
録
し
、
１
年
間
を
と
お
し
て
月
曜
日
か
ら

金
曜
日
の
午
後
３
時
か
ら
６
時
ま
で
活
動
し
ま

す
。ま
た
、夏
休
み
な
ど
の
長
期
休
業
期
間
は
、
 

午
前
８
時
　
分
か
ら
午
後
６
時
ま
で
と
な
り
ま

す
。
 

　
今
年
度
に
つ
い
て
は
、
休
日
を
利
用
し
た
親
 

子
行
事
を
他
の
子
ど
も
ク
ラ
ブ
と
合
同
で
開
催
 

す
る
予
定
で
す
。
 

  　
創
作
活
動
等
を
と
お
し
て
、
豊
か
な
感
性
を
 

育
む
と
と
も
に
、
芸
術
家
と
の
交
流
を
促
進
す
 

る
た
め
の
「
国
際
芸
術
村
体
験
事
業
」
や
民
話

な
ど
を
後
世
に
保
存
し
伝
承
す
る
た
め
に
「
語

り
べ
講
座
」を
開
催
し
ま
す
。
 

　
ま
た
、『
野
沢
の
草
刈
り
踊
り
』
の
記
録
・
保
 

存
と
後
継
者
の
育
成
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
 

                　
今
年
度
は
新
た
に
、
体
を
動
か
す
楽
し
さ
、
 

や
り
遂
げ
た
達
成
感
等
を
体
験
す
る
た
め
の
 

「
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
や
バ
ラ
ン
 

ス
の
と
れ
た
運
動
能
力
の
発
達
を
促
す
「
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
」
を
開

催
し
ま
す
。
 

 　
こ
の
他
に
も
各
種
講
座
等
を
開
催
し
ま
す
。
 

後
日
、
募
集
の
ご
案
内
を
し
ま
す
の
で
、
ご
参
 

加
く
だ
さ
い
。
 

  　
日
常
的
な
英
会
話
を
学
び
、
国
際
交
流
の
促
 

進
を
図
る「
英
会
話
教
室
」を
開
催
し
ま
す
。
人
 

材
育
成
と
自
己
研
さ
ん
を
目
的
と
し
た
「
夢
さ
 

さ
び
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
や
郷
土
愛
の
か
ん
養
を
目
 

的
と
し
た「
に
し
あ
い
づ
触
れ
愛
講
座
」、
手
話
 

を
学
び
な
が
ら
障
が
い
者
に
対
す
る
理
解
を
深
 

め
る
「
手
話
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。
 

　
ま
た
、
女
性
を
対
象
に
、
多
様
化
す
る
社
会

に
向
け
て
自
発
的
な
学
習
意
欲
を
高
め
、
豊
か
 

な
人
間
性
や
資
質
、
能
力
の
向
上
を
図
る
た
め
 

に
、日
中
は「
女
性
講
座
」、
夜
間
は「
女
性
カ
レ

ッ
ジ
」
を
開
催
し
ま
す
。
 

               　
『
西
会
津
を
学
び
・
西
会
津
か
ら
学
び
・
西
 

会
津
の
た
め
に
学
ぶ
』
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
学

習
し
た
こ
と
を
社
会
に
還
元
す
る
こ
と
を
目
標

に
、
「
さ
ゆ
り
中
学
」を
開
校
し
ま
す
。
 

　
ま
た
、
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
応

援
す
る
た
め
、「
歳
百
合
学
園
」を
開
催
し
ま
す
。
 

29

17

30

む
 

さ
　
ゆ
　
り
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ねらいさだめて 

「吉田橋（の落雁）」秋に訪れてみては 

1番辛い「５分間走」のスタート 

◇日時　月４回（土曜日）　午後７時から９時まで 
◇会場　旧群岡中学校 
◇内容　自分の体重やフリーウェイトを利用した上半 
　　　　身のトレーニングとマシン等を利用した下半 
　　　　身のトレーニング 
【問い合わせ先】町公民館　　４５－３２４４ 

「
無
理
せ
ず
あ
せ
ら
ず
コ
ツ
コ
ツ
と
」
 

　
　
　
　　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
み
ま
す
 

  　
放
課
後
等
の
安
全
対
策
と
児
童
の
健
全
育
成

を
目
的
と
し
た
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
の
奥

川
ク
ラ
ブ
こ
め
ら
っ
子
が
４
月
　
日
（
土
）
に

開
校
し
ま
し
た
。
 

　
開
校
式
で
は
実
行
委
員
長
の
矢
部
四
美
男
さ
 

ん
か
ら
「
楽
し
く
活
動
し
ま
し
ょ
う
」
と
の
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
児
童
代
表
の
猪
俣
泰
祐
く
ん
か
ら

「
１
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
の
こ

と
ば
が
あ
り
ま
し
た
。
 

　
こ
の
後
行
わ
れ
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
 

で
は
、
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
や
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
、
ド
 

ッ
ジ
ビ
ー
を
楽
し
み
、
土
曜
日
の
学
校
に
子
ど
 

も
た
ち
の
歓
声
が
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。
 

               　
な
お
、
新
郷
小
学
校
区
の
し
ん
ご
う
っ
子
ク

ラ
ブ
は
５
月
　
日
（
土
）
、
群
岡
小
学
校
区
の

群
生
っ
子
ク
ラ
ブ
は
５
月
　
日
（
土
）
に
開
校

し
ま
す
。
 

　
今
後
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
運
動
能
力
の
発
 

達
を
促
す
た
め
に
「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
 

レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
」
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
 

  　
４
月
　
日
（
日
）
に
さ
ゆ
り
公
園
体
育
館
で
 

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
合
同
結
団
式
を
開
催
し
 

ま
し
た
。
 

　
町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
８
団
体
　
名
が
参

加
し
、
代
表
者
が
活
動
内
容
の
紹
介
や
目
標
を

発
表
し
な
が
ら
、
１
年
間
の
活
動
に
向
け
て
士

気
を
高
め
合
い
ま
し
た
。
 

　
こ
の
後
、
各
団
員
の
運
動
す
る
力
を
数
値
で
 

把
握
し
、
日
々
の
活
動
に
活
か
し
て
い
く
た
め
 

の
運
動
適
性
テ
ス
ト
を
行
い
ま
し
た
。
 

　
テ
ス
ト
は
、
瞬
発
力
・
敏
捷
性
・
持
久
力
を

見
る
５
種
目
を
行
い
、
全
体
で
は
「
持
久
力
」

は
や
や
劣
る
が
、「
瞬
発
力
・
敏
捷
性
」
は
優
れ

て
い
る
と
の
結
果
で
し
た
。
 

　
ま
た
、
現
在
実
施
し
て
い
な
い
、
野
沢
・
尾
 

野
本
小
学
校
区
に
つ
い
て
は
、
要
望
調
査
を
行
 

い
、
実
施
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
 

　「
地
域
の
子
ど
も
は
、地
域
が
育
て
る
」
と
の
 

主
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
 

活
動
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

   　
４
月
　
日
（
日
）
に
奥
川
へ
と
へ
と
ク
ラ
ブ
 

の
主
催
、
町
公
民
館
奥
川
分
館
の
後
援
で
第
 

回
奥
川
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

子
ど
も
　
名
を
含
む
　
名
が
参
加
し
、
満
開
を
 

迎
え
た
桜
を
楽
し
み
な
が
ら
、奥
川
八
景
の「
吉
 

田
橋
（
の
落
雁
）」
や
「
奥
川
橋
（
の
朝
霧
）」
 

な
ど
の
景
勝
地
を
訪
ね
歩
き
ま
し
た
。
 

　
な
お
、
　
月
　
日
（
日
）
に
は
、
秋
の
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
大
会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
奮
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

26

24

17

2013

26

11

13

54

10

19
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みんなの広場 みんなの広場 
大
槻
富
士
子
 

　
　
〔
芝
　
草
〕
 
さ ん 

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
西
会
津
中
学
校
図
書
館
会
員
の
方
に
、
お
気
に
 

入
り
の
図
書
館
蔵
書
を
一
冊
紹
介
し
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
 

　
今
月
は
、
薄
上
千
都
子
さ
ん
（
上
小
島
）
に
お
勧
め
の
一
冊
を
紹
介
 

い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
「『
鴨
川
ホ
ル
モ
ー
（
万
城
目
学
・
産
業
編
集
セ
ン
タ
ー
）』
こ
の
本
 

は
、
　
代
か
ら
読
め
る
内
容
な
の
で
、
若
い
人
か
ら
年
輩
の
人
ま
で
読
 

ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
特
に
主
人
公
と
同
年
代
の
大
学
生
 

く
ら
い
の
人
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
一
冊
で
す
。
」
 

　
「
舞
台
は
、
京
都
の
大
学
で
す
。
大
学
１
年
生
の
主
人
公
が
、
大
学
 

で
勧
誘
さ
れ
た
、
謎
め
い
た
サ
ー
ク
ル
。
そ
こ
で
の
活
動
で
、
不
可
思
 

議
な
こ
と
が
展
開
さ
れ
て
い
く
と
い
っ
た
内
容
で
す
。
ま
た
、
そ
の
中
 

に
は
、
友
だ
ち
と
の
こ
と
で
の
葛
藤
や
男
女
の
恋
愛
で
の
か
け
ひ
き
な
 

ど
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。
」
 

　
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
尋
ね
る
と
 

　
「
神
社
の
前
で
、
あ
る
儀
式
を
行
う
シ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。
儀
式
自
 

体
は
、
非
常
に
ば
か
ば
か
し
い
儀
式
で
す
。
そ
の
中
身
に
つ
い
て
は
、
 

話
す
よ
り
読
ん
で
い
た
だ
い
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
」
 

と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
最
後
に
「『
鹿
男
あ
を
に
よ
し
』
 

を
書
い
た
作
者
の
本
で
す
。
あ
り
 

得
な
い
設
定
の
話
で
す
が
、
読
ん
 

で
い
く
う
ち
に
引
き
込
ま
れ
、
リ
 

ア
リ
テ
ィ
ー
を
も
っ
て
き
ま
す
。
 

読
み
終
え
た
後
に
、『
ホ
ル
モ
ー
』
 

と
叫
び
た
く
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
 

も
き
っ
と
叫
ぶ
で
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
 

お
試
し
く
だ
さ
い
。
」
 

と
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　上田まどかさん（４月号から） 
◆　メッセージ　◆ 
　いつもお世話になっています。こ 
れからもよろしくお願いします。 

あなたの趣味は？ 
　お菓子づくり（最近は作っ 
ていませんが）、読書、映画 
（ＤＶＤ）鑑賞 
 
あなたの特技は？ 
　お菓子づくり、人の声を覚 
えること 
 
熱中していることは？ 
　携帯のゲーム、海外ドラマ 
（ＬＯＳＴ）、ラジオ番組（Ｎ 
ＩＳＳＡＮ．あ．安部礼司） 
 
自分を一言で表現するとしたら？ 
　好奇心旺盛 

これからやってみたいことは？ 
　子どもと一緒にお菓子づく 
り、ブログや日記などをイン 
ターネットでやりたい 
 
あなたのモットーは？ 
　人に優しくする、何事にも 
負けない心を持つ 
 
最近感動したことは？ 
　息子の保育所の修了式で、４年 
前は小さかった子どもたちの成長 
をあらためて感じたとき 
 
次の方を紹介してください。 
　Ｙ・Ｔさん（芝草） 

あ
な
た
の
宝
物
は
？
 

『
石
ノ
森
章
太
郎
先
生
の
直
筆
の
サ
 

　
イ
ン
』
　
 

　
「
東
京
に
い
た
頃
に
、
た
ま
た
ま
立
ち
寄
っ
た
 

　
　
場
所
で
先
生
の
原
画
展
を
や
っ
て
い
て
、
サ
 

　
　
イ
ン
会
も
や
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
時
に
い
 

　
　
た
だ
き
ま
し
た
。
人
数
が
多
い
に
も
か
か
わ
 

　
　
ら
ず
、
フ
ァ
ン
の
希
望
の
キ
ャ
ラ
を
書
い
て
 

　
　
く
れ
て
い
る
や
さ
し
い
方
で
し
た
。
」
 

10
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　総務省では、本町を担当する行政相談員として、山 
本義子さんを委嘱しています。 
　行政相談員は、国や特殊法人 
等の仕事についての苦情や意見・ 
要望を受け付け、その解決をお 
手伝いします。 
　５月１９日（月）から２５日 
（日）までの１週間は、「春の 
行政相談週間」です。 
　町では、下記の日程で特設行 
政相談所を開設します。 
　同時に特設人権相談所も開設しますので、いじめや 
家庭の問題・近隣間のトラブルなど、この機会にご相 
談ください。相談は無料で秘密は堅く守られます。 
 
◆人権相談員 
　　田崎　映子さん（芝草） 
　　平野　茂穂さん（上野尻） 
　　猪俣　ナヲ子さん（道目） 
 
◆日時及び会場 
　　５月２０日（火） 
　　　午前９時３０分～正午　新郷連絡所 
　　　午後１時～３時３０分　奥川支所 
　　５月２１日（水） 
　　　午前９時３０分～正午　保健センター 
　　　午後１時～３時３０分　町公民館 
　　※行政相談に合わせて、午前１０時～午後３時ま 
　　　で、平成２０年度県政巡回相談も開設されます。 
 
【問い合わせ先】 
　　総務税政課総務係　　　４５－２２１１ 

山本　義子さん 
（９町内２） 

45

45

45

30

170
30

27

,

  　
４
月
１
日
か
ら
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
 

の
自
主
放
送
「
さ
ゆ
り
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
 

で
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
開
始
し
ま
し
た
。
 

　
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ご
覧
い
た
だ
く
 

に
は
、
市
販
の
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
を

購
入
す
る
か
町
の
デ
ジ
タ
ル
パ
ッ
ク

へ
の
加
入
が
必
要
で
す
。
 

　
デ
ジ
タ
ル
パ
ッ
ク
の
加
入
は
ケ
ー
 

ブ
ル
テ
レ
ビ
で
随
時
受
け
付
け
て
い
 

ま
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
セ
ン
タ
ー
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
４
４
６
１
 

 　
旧
雇
用
促
進
住
宅
に
し
あ
い
づ
宿
 

舎
２
棟
は
、
４
月
か
ら
１
棟
を
定
住
 

促
進
住
宅
と
し
て
、
も
う
１
棟
を
町
 

営
西
林
東
住
宅
と
し
て
町
で
管
理
運
 

営
を
し
て
い
ま
す
。
 

　
町
で
は
現
在
、
定
住
促
進
住
宅
と
 

町
営
西
林
東
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
 

し
て
い
ま
す
。
 

　
定
住
促
進
住
宅
に
つ
い
て
は
、
町
 

外
か
ら
転
入
し
定
住
を
希
望
す
る
場
 

合
に
、
引
越
し
費
用
の
一
部
と
し
て
 

５
万
円
の
助
成
や
、
子
育
て
支
援
の
 

一
環
と
し
て
、
家
賃
月
額
か
ら
子
ど
 

も
１
人
に
つ
き
１
　
５
０
０
円
の
減
 

額
な
ど
の
助
成
が
あ
り
ま
す
。
 

　
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
地
域
整
備
課
事
務
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
４
５
３
４
 

                 　
毎
年
、
多
く
の
モ
ー
タ
ー
フ
ァ
ン
 

で
大
賑
わ
い
の
「
西
会
津
ふ
る
さ
と
 

な
つ
か
し
Ｃ
ａ
ｒ
シ
ョ
ー
」
が
次
の
 

と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

　
今
年
も
往
年
の
名
車
　
台
、
二
輪

車
　
台
、
ス
ー
パ
ー
カ
ー
　
台
が
参

加
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

　
展
示
の
ほ
か
に
も
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
 

ッ
ト
、
地
元
名
産
物
や
な
つ
か
し
キ
 

ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
の
販
売
、
さ
ら
 

に
５
回
目
と
な
る
今
回
は
、
特
別
企
 

画
も
用
意
し
、
内
容
盛
り
だ
く
さ
ん
 

で
開
催
し
ま
す
。
 

　
ご
家
族
連
れ
で
会
場
に
お
い
で
く
 

だ
さ
い
。
 

◆
日
時
　
　
５
月
　
日
（
日
）
 

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
　
分
 

　
　
　
　
　
　
　
〜
午
後
３
時
 

◆
場
所
　
　
さ
ゆ
り
公
園
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
実
行
委
員
会
事
務
局
（
町
振
興
公
 

　
社
）
　
　
　
　
　
　
―
２
０
２
５
 

   　
福
島
県
で
は
５
月
か
ら
「
Ｉ
Ｃ
カ
 

ー
ド
式
成
人
識
別
機
自
動
販
売
機
」
 

の
稼
働
が
開
始
さ
れ
、
成
人
識
別
た
 

ば
こ
自
販
機
か
ら
は
、
成
人
の
み
に
 

発
行
さ
れ
る
「
タ
ス
ポ
（
た
ば
こ
専
 

用
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
）」が
無
け
れ
ば
、
た
 

ば
こ
の
購
入
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
 

　
「
タ
ス
ポ
」
は
申
込
時
に
成
人
で
 

あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
確
認
・
審
 

査
し
た
う
え
で
発
行
さ
れ
、
た
ば
こ
 

の
購
入
の
際
、
自
動
販
売
機
に
タ
ッ
 

チ
さ
せ
る
こ
と
で
成
人
識
別
を
行
い
 

ま
す
。
 

　
未
成
年
者
の
喫
煙
防
止
の
た
め
に
 

ご
協
力
く
だ
さ
い
。
 

◆
タ
ス
ポ
申
込
書
 

　
　
最
寄
り
の
た
ば
こ
販
売
店
に
備
 

　
え
付
け
、
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
 

　
ト
上
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
 

◆
お
届
け
 

　
　
原
則
郵
送
（
約
２
週
間
）
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
会
津
た
ば
こ
販
売
協
同
組
合
 

　
　
０
２
４
２
―
　
―
４
０
８
９
 

25

30
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鈴　木　ハツイ（101）和　博　　伯母　　４町内 

高　梨　富士男（72）一　博　　父　　６町内 

藤　田　建　彦（70）美五子　　夫　　７町内 

三　留　喜　美（87）和　郎　　母　　9町内1 

伊　藤　　　明（63）純　一　　父　　堀　越 

井　上　正　平（74）　治　　　父　　森　野 

鈴　木　ツ　ル（89）正　人　　母　　森　野 

橋谷田　善　紀（93）　茂　　　父　　下小島 

伊　藤　キヨエ（83）吉　榮　　母　　出ヶ原 

長谷沼　敏　子（87）　勉　　　母　　高　目 

武　藤　吉　男（76）トシ子　　夫　　樟　山 

佐　藤　一　郎（80）シズイ　　夫　　杉　山 

山　口　董　作（98）健　一　　父　　新　町 

井　上　辰　男（66）宏　幸　　父　　下　松 

小　林　チヨシ（101）　豊　　　祖母　　山　浦 

長谷川　富　八（81）富　吉　　父　　梨　平 

人　口　　８，２５８人　　　－５９人 
　男　　　３，９５４人　　　－３５人 
　女　　　４，３０４人　　　－２４人 
世　帯　　２，９２１世帯　　－１１世帯 

〈前月比〉 

〈敬称略〉 

南　　　朱　梨ちゃん　智也・花代子　８町内 

伊　藤　姫　色ちゃん　和弘・左智子　西　原 

中　島　愛　菜ちゃん　和也・優里　　上野尻 

中　島　愛　花ちゃん　和也・優里　　上野尻 

穴　沢　咲大郎く　ん　優一・亜紀　　高　目 

し　ゅ　り 

ひ　　　ろ 

あ　い　な 

あ　い　か 

さくたろう 

◆日時　５月 7日（水） 
　　　　　　27日（火） 
　　　　午前９時～ 
◆場所　老人憩の家 
◆電話　４５－４２５９ 

5月の納税等 
○水道料金・下水道料金 
○インターネット使用料 
○ケーブルテレビ使用料 

5月12日（月） 納期限 

○土地改良区一般賦課金（全期） 

6月 2日（月） 納期限 

有 隣 病 院  

武 田 医 院  

おのぎレディースクリニック 

さとう小児科医院 

ク リ ニ ッ ク荒木  

あかぎ内科消化器科医院 

佐 原 病 院  

手 代 木 医 院  

いとう内科消化器科クリニック 

浜 崎 小 児 科 医院  

舟田クリニック産婦人科 

県 立 喜 多 方 病院  

鳴 瀬 病 院  

なるせとみこレディースクリニック 

いいづかファミリークリニック 

米 山 眼 科  

寿 松 堂 渡 辺医院  

小 野 病 院  

福田耳鼻咽喉科醫院 

小島原内科クリニック 

佐 藤 病 院  

いがらし耳鼻咽喉科 

0241（24）5021 

0241（27）4031 

0242（36）5051 

0242（24）0830 

0242（32）9229 

0242（83）2224 

0241（22）5321 

0241（22）0034 

0242（38）3733 

0242（27）0951 

0242（23）1103 

0241（22）2181 

0241（22）3333 

0242（37）7851 

0242（32）3330 

0242（27）0862 

0242（83）3125 

0241（22）0414 

0241（24）4187 

0242（36）6533 

0242（26）3515 

0242（39）2010

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

会津坂下町 

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

会津坂下町 

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

　西会津診療所の土曜診療は、都合により 
当分の間休診にさせていただきます。 
　　西会津診療所　　４５－４２２８ 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

猪苗代町 
会津若松市 
会津坂下町 
会津若松市 
喜多方市 
会津若松市 
会津坂下町 
会津若松市 

佐 藤 歯 科 医 院  
小 汲 歯 科  
酒 井 歯 科 医 院  
お ん だ 歯 科  
北 見 歯 科 医 院  
加 藤 歯 科  
佐 藤 歯 科 医 院  
加 羽 沢 歯 科  

0242（62）3055 
0242（22）0172 
0242（83）1582 
0242（22）6311 
0241（22）4350 
0242（24）0550 
0242（83）2348 
0242（26）0418

11 
（日） 

11 
（日） 

18 
（日） 

18 
（日） 
25 
（日） 
6／1 
（日） 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

【お詫びと訂正】 
　４月号の戸籍の窓口欄お悔やみ申し上げますで、棚 
橋福光さんと幹雄さんの続柄が「兄」とあるのは「弟」 
の誤りでした。お詫びして訂正します。 

※休日当番医・歯科医は変更になる場合があります。受診 
　の際は、電話で確認するなどして受診してください。 

25 
（日） 

6／1 
（日） 


